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令和４年度石川地域づくり表彰受賞団体の決定等について 

本県では、地域づくり活動の一層の活性化を図るため、住民主体で先進的な地域づ

くりに取り組んでいる団体・個人を知事表彰することとしております。 

このたび、今年度の受賞者を次のとおり決定しましたので、お知らせします。 

※本表彰は平成９年度から開始し、当初は隔年で実施、平成21年度から毎年実施。 

 

１．受賞者 

団体部門 

大 賞 公益財団法人あくるめ（加賀市） 

優秀賞 かなざわご近所コラボプロジェクト（金沢市） 

奨励賞 大聖寺文化協会（加賀市） 

個人部門 該当なし 

 

２．審査について 

  市町からの推薦があったものについて、石川地域づくり表彰審査委員（谷本亙座

長、以下４名で構成）による書類審査及び審査委員会を実施し、先進性・独自性、

継続性、発展性、自主性、協働性・連携性、効果の６つの観点から審査した上、受

賞者を決定しました。 

 

３．主催及び後援 

  主催：石川県 

  後援：石川県市長会、石川県町村会、石川地域づくり協会 

 

４．表彰状授与式 

  日時：令和４年１２月３日（土）１３時～（約３０分） 

  会場：石川県地場産業振興センター 本館３階第５研修室（金沢市鞍月２－１）  

     地域づくり研修交流会「いしかわ地域づくり円陣2022」の席上にて 

地域振興課 

担当：杉森 

内線：3685 

直通：076-225-1335 



令和４年度石川地域づくり表彰 受賞者概要 

団体部門 

【大賞】 

公益財団法人あくるめ（平成29年4月設立、加賀市） 

  代表理事 霜下 順子（しもした じゅんこ） 

＜活動概要＞ 

 加賀市において、子どもの未来や活力につながる活動を支援するため設立され、子 

育て支援や地域の文化継承等に取り組む団体・個人に活動資金を助成するほか、加 

賀市内の保育園を対象とした自然体験事業や市内で活動する方々に対し交流機会 

の提供や市内の高校生を中心とした取り組み等を実施している。 

 地域おこし協力隊を受け入れたり、教育事業のアドバイザーを担うなど行政との関 

わりをもっている団体。企業や商工会などから寄付を募り、地域づくり団体等へ助 

成金を支給するだけでなく、アドバイスや相談を通じて継続的な活動を手助けして 

いるのが特徴。 

＜評価ポイント＞ 

 資金支援だけでなく、相談やアドバイス事業も併せて実施している。 

 若手が中心となり、地域づくりの中間支援を行う団体として高く評価できる。 

 こういった中間支援の取り組みを各地で実施することによって、それぞれの地域の 

地域づくりを推進していくことに繋がる。 

 

【優秀賞】 

かなざわご近所コラボプロジェクト（平成23年4月設立、金沢市） 

  代表 水本 協子（みずもと きょうこ）  

＜活動概要＞ 

 金沢市中村町校下における地域コミュニティの熟成と充実を図るなどの取り組み 

や、地域防災事業等を実施。地域防災事業については、金沢市内の他地区が取り組 

みを参考としている。 

 金沢市や他市町のまちづくり団体と協働しながら、交流イベントなどの活動を通し 

て地域活性化に貢献している。 

 平成27年度石川地域づくり表彰 団体奨励賞 受賞 

＜評価ポイント＞ 

 奨励賞を受賞したあとも、地元に根ざし地道な活動を継続しつつ、防災など様々な 

 展開があることが評価できる。 

 地域の公民館（善隣館）活動のモデルとなる事業展開である。 

 

 



【奨励賞】 

大聖寺文化協会（昭和61年6月設立、加賀市） 

  会長 大和 謙市（やまと けんいち） 

 

＜活動概要＞ 

 加賀市において、古九谷発祥の碑など市内の文化・市出身の人物や加賀市にゆかり 

のあるものを地域の人たちに伝承していくことを目的として設立。 

 加賀市ゆかりの顕彰碑の建立や加賀市の伝説と民話の公演、各家から持ち寄った地 

元の逸品を紹介する展示会や鑑定会を開催するなど地域住民の関心や興味のある 

取り組みを行っている。 

＜評価ポイント＞ 

 ３０年以上という長期間にわたり地域愛を深める活動を継続している点が評価でき

る。 

 後継者育成が課題であるが、イベント開催を機に若い担い手を育成しながら、プレ 

ゼンスを上げていくことを期待する。 

 

 

 


